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卸
小
売
業
部
会（
村
松
哲
矢
部
会
長
）で

は
、二
月
九
日
、二
月
十
五
日
の
二
回
に

わ
た
り
、税
理
士
・
行
政
書
士
・
経
営
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
で
あ
る
山
根
敏
秀
氏
を
講
師

に
迎
え「
激
変
す
る
経
済
環
境
下
で
の
経

営
術
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
一
講
で
は
、「
最
新
の
世
の
中
の
経

営
環
境
を
知
る
」を
テ
ー
マ
に
し
て
今
後
、

中
小
企
業
は
大
手
が
行
っ
て
い
る
値
上
げ

を
や
っ
て
い
く
こ
と
、消
費
者
が
コ
ス
ト

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
重
視
か
ら
タ
イ
ム
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
重
視
す
る
人
が
増
え
て

い
る
こ
と
、そ
し
て
情
報
収
集
を
し
っ
か
り

と
行
い
、利
益
重
視
の
経
営
を
心
掛
け
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
イ
ン
ボ
イ
ス
・
改
正
電
子
帳
簿
保

存
法
は
で
き
る
時
で
は
な
く
1
日
で
も
早

く
取
り
組
み
業
務
の
無
駄
を
減
ら
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
講
で
は
、「
W
i
t
h
コ
ロ
ナ
下

で
の
経
営
術
」を
テ
ー
マ
に
し
て
売
り
上

げ
を
上
げ
て
い
く
に
は
自
分
の
会
社
は
知

ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
自
覚
を
持
っ
て
広

告
を
行
う
、同
業
他
社
と
直
接
の
競
争
を

避
け
、誰
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
な
の
か
を
見
極

め
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、今
後
は
A
I
や
ロ
ボ
ッ
ト

が
足
り
な
く
な
る
人
手
を
補
う
手
段
と
し

て
避
け
て
は
通
れ
な
い
道
に
な
る
と
考
え

ら
れ
る
た
め
日
ご
ろ
か
ら
情
報
収
集
を
行

い
、時
代
に
置
い
て
行
か
れ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
が
大
事
と
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

青
年
部
だ
よ
り
◆
２
月
例
会

　
「
み
ら
い
ス
ク
ラ
ム
会
議
」

　

二
月
二
十
七
日（
月
）、当
所
青
年
部(

徳

田
祐
介 

会
長)

は
当
所
三
階
研
修
室
に
お

い
て
、二
月
例
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

例
会
で
は
来
年
三
月
に
石
川
県
で
開
催

予
定
の
全
国
大
会
に
向
け
て
、メ
ン
バ
ー

一
人
一
人
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
た
め

の
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
全
国
大
会
に
つ
い
て
、先
月

の
二
月
に
開
催
さ
れ
た
ば
か
り
の
秋
田
の

全
国
大
会
の
内
容
を
現
地
参
加
し
た
メ
ン

バ
ー
の
体
験
談
を
交
え
て
、開
催
の
目
的

説
明
を
行
い
、大
会
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

次
に
全
国
大
会
実
行
委
員
会
に
出
向
し

て
い
る
白
山
メ
ン
バ
ー
よ
り
活
動
報
告
を

行
い
、全
国
大
会
の
進
捗
や
取
り
組
み
を

共
有
し
て
大
会
へ
の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　

最
後
に
来
年
の
全
国
大
会
ま
で
の
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
説
明
を
行

い
、外
部
へ
の
P
R

キ
ャ
ラ
バ
ン
や
各
種

準
備
に
多
く
の
メ
ン

バ
ー
の
力
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
伝
え
、

例
会
参
加
者
に
よ
る

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

で
例
会
を
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

女
性
会
だ
よ
り

サ
ン
バ
の
歌
声
に
の
せ
て
新
年
を
祝
う

　

当
所
女
性
会（
藤
田
喜
美
子
会
長
）は
、

二
月
三
日（
金
）、グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
白
山
に

て
新
年
会
を
開
催
し
、三
十
一
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

開
宴
に
先
立
ち
女
性
会
会
員
の
大
黒
柚

依
さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。曲
は
し
っ
と
り
と
し
た
ブ
ラ
ジ
ル
音

楽
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
豊
か
な
歌
声
と

ギ
タ
ー
の
織
り
成
す
サ
ン
バ
の
響
き
に
会

場
は
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

　

演
奏
に
続
い
て
、藤
田
会
長
の
挨
拶
が

あ
り
、そ
の
後
、髙
松
会
頭
が
祝
辞
を
述
べ
、

福
住
副
会
頭
の
発
声
で
乾
杯
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
を
越
え
て
三
年
ぶ
り
の
新
年
会
、

景
品
を
か
け
た
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
に
会
場

は
一
段
と
盛
り
上
が
り
、楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

夢
の
実
現
を
お
手
伝
い　

　
【
は
く
さ
ん
創
業
応
援
塾
】

　

三
月
五
日（
日
）、当
所
三
階
研
修
室
に

て
、は
く
さ
ん
創
業
応
援
塾
を
開
催
し
、

市
内
外
か
ら
二
十
一
名
の
方
々
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、創
業
に
関
す
る
四
つ

の
テ
ー
マ「
経
営
」、「
財
務
」、「
人
材
育
成
」、

「
販
路
開
拓
」を
重
点
的
に
様
々
な
事
例

を
交
え
な
が
ら
説
明
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
谷
口　

智
彦　

氏（
中
小
企
業

診
断
士
）は
、「
創
業
す
る
だ
け
な
ら
簡
単

だ
が
、継
続
す
る
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
。

計
画
的
な
事
業
運
営
が
重
要
。」と
し
、参

加
者
か
ら
は「
漠
然
と
し
て
い
た
創
業
に

対
す
る
想
い
が
ク
リ
ア
に
な
り
ま
し
た
。」

と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

卸
小
売
業
部
会
主
催　
　

　
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
時
代
の

生
き
残
り
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

当所では、市観光課、市観光連盟、市内三商工会と連携して、今回のモニターツアーで参加者から頂いたご意見を参考に、
次年度以降の産業観光やインバウンド観光の振興に取り組んで参ります。

「北陸新幹線開通後、県内への修学旅行が増加している」
「学習指導要領改訂で「職業教育の充実」が叫ばれている」
「修学旅行を通じて、生徒の勤労観、職業観を育くみたいという、
ニーズがある。」

「インカム付マイクがあった方が、説明が聞きやすいのでは？」
「工場見学の対応を有料化してもＯＫだが、受け入れる企業側も
教育現場のニーズを踏まえてお話していただくことや、企業紹介
の仕方に工夫が必要だ」

「経営者の苦労話やジョークを交えて話す、工場見学に体験型の
アクティビティーを設ける、年の近い世代から体験談を話しても
らうというのも学生向け対応としては有効だ」

白山市立鉄道ビジターセンター（仮称）の開業を見据え、
白山市の産業観光の魅力をＰＲ！

令和 5 年１月 30 日㈪、31 日㈫
ホクショー㈱白山工場、高松機械工業㈱あさひ工場、
㈱浅野太鼓楽器店、㈱あら与、学校法人 国際ビジネス学院ほか

修学旅行の企画に携わる旅行業関係者 18 名
令和６年度初頭に北陸新幹線白山総合車両所へ（仮称）白山市立鉄道
ビジターセンターが開設されることを踏まえ、ビジターセンターの見
学と会員企業の工場見学をセットにした教育旅行（修学旅行等）需要
についての調査、産業観光振興を目的とする。

実 施 期 日
視  察  先

参  加  者
実 施 目 的

ユネスコ世界ジオパーク認定を前に、
外国人旅行客の利便性を点検！

産業観光
モニター
ツアー

インバウンド
モニター
ツアー

主なご意見

「英語や中国語にも対応した案内看板が欲しい」
「外国語対応できるガイドの育成が急務だ」
「熊肉をなぜこの地域で食べるようになったか、ストーリーが重要」
「加賀獅子の絵付け体験はここでしかできない体験。持って帰れるのも良い思い出になる」
「ＪＮＴＯ（日本政府観光局）や、ジャパンガイド　ドットコム等、外国人旅行客が日本を旅
行する際に参照するサイトに、白山市の観光情報をもっと掲載することが必要だ」

「金沢方面から白山麓へ外国人旅行者を呼び込むには、『二次交通をどうするか』、が課題」

主なご意見

令和 5 年２月４日㈯、５日㈰
白峰雪だるままつり、白峰 重要な
伝統的建造物保存地区散策、レス
トラン手取川でジビエ食体験（熊
そば）、高砂茶寮、白山比咩神社参
拝、加賀獅子頭の絵付け体験ほか

外国人向けの国内旅行企画に携わ
る旅行業関係者 18 名
本年５月に「白山手取川ジオパー
ク」がユネスコ世界ジオパークに
登録されるのを機に、海外旅行客
を呼び込むため、体験型の観光商
品を開発することを目的とする。

実 施 期 日
視  察  先

参  加  者

実 施 目 的

地域独自の観光資源を活かした看板事業　２つのモニターツアーを実施！

異国情緒あふれる歌声とギターの響き

講師の谷口氏
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経営相談・補助金・金融（融資）のご案内
経営支援課 ☎ 276-3811

経営相談
本所では経営指導員があらゆるご相談に応じておりますので、お気軽にご相談ください。
皆さまのパートナーとしてバックアップさせて頂きます。

【専門家派遣制度】　※相談は無料です。令和５年４月１日以降ご利用頂けます。
〇経営力強化総合支援アドバイザー派遣
　資金繰り、経営計画作成、生産性向上、品質管理（ＨＡＣＣＰ含む）、新分野進出、マーケティング・
　販売促進、事業承継、再生支援、労務管理、財務管理

〇制度改正等の課題解決環境整備事業
　働き方規格関連法（時間外労働の削減方法や、どのような助成金があるのか教えて欲しい。）
　グリーン・デジタル等（ＳＤＧｓの取組みやＤＸを推進したい。）
　税制度（電子帳簿等保存法への対応を知りたい。）

小規模事業者持続化補助金
小規模事業者持続化補助金は、持続的な経営に向けた経営計画に基づく、小規模事業者等の地道な販
路開拓等の取り組みや、業務効率化の取り組みを支援するため、それに要する経費の一部を補助する
ものです。　

〇補助上限：［通常枠］ ５０万円
　 ［賃金引上げ枠・卒業枠・後継者支援枠・創業枠］ ２００万円
　 ※インボイス特例対象事業者は、上記金額に ５０万円の上乗せ
〇補 助 率：２／３（賃金引上げ枠のうち赤字事業者は３／４） 
〇対象経費：機械装置等費、広報費、ウェブサイト関連費、展示会等出展費（オンラインによる展示会・
　商談会 等を含む）、旅費、開発費、資料購入費、雑役務費、借料、設備処分費、委託・外注費補
　助額

金融（融資）   詳しい内容や要件は当所の経営指導員までお問合せください。
新型コロナウイルス感染症対策融資　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※利率は令和５年3月10日現在

制 度 名 コロナマルケイ（国） コロナ特貸（国） 物価高騰対策等総合支援
特別融資（県） コロナ借換融資（県）

融 資 限 度 額 1,000万円 8,000万円 １億円 8,000万円

利 率 当初３年間0.23％
（４年目から1.13％）

基準金利
（当初3年間基準金利より
▲0.9%引下げ）

1.00％以内 固定1.00％以内（10年以内）
変動1.15％以内（10年超）

融 資 期 間
（ 据 置 期 間 ）

運転20年（５年）
設備20年（５年）

運転20年（５年）
設備20年（５年） 10年（５年） 15年（５年）

売上減少要件 ５％以上 ５％以上 ５％以上 ３％以上

担 保・ 保 証 無担保・無保証 無保証 信用保証必須
（保証料免除） 信用保証必須

主な公的融資制度 ※利率は令和５年3月10日現在

制 度 名 マルケイ（国） 小口零細融資（県） 地域商工業活性化
融資一般分（県） 中小企業経営安定支援資金（市）

融 資 限 度 額 2,000万円 2,000万円 5,000万円
（特認２億円）

1,500万円（運転）
2,000万円（設備）
3,500万円（特認）

利 率 1.13％ 1.70％ 1.80％以内（付保1.40％）
※10年超は変動金利

1.55％以内（運転）
1.70％以内（設備）

融 資 期 間
（ 据 置 期 間 ）

運転 ７年（１年）
設備10年（２年）

運転５年（１年）
設備７年（１年） 15年（２年） 運転 ７年（１年）

設備10年（２年）
担 保・ 保 証 無担保・無保証 無担保・信用保証必須 金融機関の取り扱い 金融機関の取り扱い

広報委員会の

文：株式会社フクズミ　福住　裕　氏

三男が県外の大学に進学した
ことで、こんなところを訪れる
機会もできてとても幸せです

第34回

　この企画は、会員の皆さまの仕事から離れた一面や、日

常の何でもないことなどを徒然なるままに書き記して頂いて

おります。今月は株式会社フクズミの福住裕氏にご寄稿い

ただきました。

「子育ての昔、現在、そして未来」
　昨年の春、三人のこどものうち、いちばん下の息子が大学

に進学したことで生活が一変したように感じます。これから

は必死にお金を稼いで、とにかく仕送りに励む以外に普段

することがありません。しばらくはいわゆる〝ロス〟感覚が抜け

ずに、モヤモヤしっぱなしの時期がありました。感覚としては、

コロナ禍で生活様式が変わった以上の変化だったかもし

れません。

　学校行事への参加、部活動やその大会、塾通いの送迎

と、学齢期のこどもがいる家庭では、まさしく仕事に匹敵する

ほどに、こども中心の毎日が生活リズムになっていると言って

もいいのではないでしょうか。

　三人のこどもの保育園の送迎は私にとっての日課になっ

ていて、ほぼ毎日、自転車の前と後ろにこどもを乗せて（時に

はお昼寝用のおふとんも）往来するのが朝夕の習慣になっ

ていました。長男が誕生して保育園に通い始めた頃、私に

とっても子育てのスタート時期で、もう二十年くらい前になって

しまいますが、その当時はまだ男性の子育て参画の意識は

今のように高くはありませんでした。おとうさんが毎日こどもを

送り迎えする家庭は珍しいくらいで、周りのおかあさん方から

「あのおとうさん、きっと奥さんに逃げられんだろうな」みたい

に思われていたかもしれません。

　おとうさんの子育て参画意識を高める行政指針の一環と

して保育園の〝父親クラブ〟の創設メンバーに選ばれたことも

ありました。その初めての仕事が保育園でこどもたちを前に

「アンパンマン体操」を踊ることだったり、運動会で悪役サメ

のコスチュームでこどもたちを追っかけることだったりして、こん

なことがこれからのおとうさんの子育て参画なのか？と少し納

得がいかない感じもありましたが…

　最近では、男性の子育て参画意識はとても高くなったと

感じます。職場でもそれを理解して、そのような時間がとれ

るように配慮する会社が多くなって

いるのだと思います。入学式や卒

業式はもとより、運動会などの学

校行事でも、おとうさんとおかあさ

んで参加する家庭が増えた、むし

ろそのほうが多くなったくらいの印

象があります。

　私どもの店頭（ランドセルや制

服を販売するお店です）でも、以前と比べると、おとうさん

がごいっしょに、あるいはおとうさんとおこさまでのご来店

が目立つようになりました。（土日はおかあさんがお仕事

で、おとうさんがこどもと過ごすという場合や、「パパ、行っ

てきて！」「はい、わかりました」というご家庭が増えたので

はないかと推測しています）

　〝異次元〟の子育て支援政策が巷の話題になってい

ます。いろいろなことが無償化・減額されたり、給付金が

もらえたり、現物支給があったり、支援制度が手厚く拡充

されたりと、子育てが一段落した者からすれば少し羨まし

くも思いますが、日本の子育てはこれからさらにどのように

変化していくのでしょうか。

　日本の少子化や人口減少を解決するために子育て支

援はとても大切な政策です。負担を軽減することが課題

の解決につながるのであれば、しっかりと取り組んでもら

いたいと思います。

　一方で、子育てが〝楽〟になり過ぎても、人生の味わい

が半減してしまうようにも感じるのは私だけでしょうか。お

金に困らないのはありがたいことにちがいはありませんが、

心血を注いでこそ子育ては尊いはず。子育に関わる文化

や経済も日本を支えている大切な部分だと思いますし、

子育て支援政策が選挙対策やポピュリズムに陥らないこ

とにも目配りが必要です。

　政治も国民ひとりひとりも、日本が国勢を盛り返し、ここ

ろ豊かに暮らせる未来を築くために、どんな思いを持って

いくべきなのでしょうか。じっくりと考えられる立場になった

からこそ、あらためて考えてみたいテーマです。
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る
際
に
は
、商
工
会
議
所
や
商
工
会
の
伴

走
型
支
援
を
条
件
と
す
る
な
ど
商
工
会

議
所
や
商
工
会
か
ら
の
支
援
が
受
け
や

す
く
な
る
よ
う
、ま
た
、地
域
が
起
業
家

を
育
て
て
行
け
る
環
境
と
な
る
よ
う
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

四
．企
業
の
人
手
不
足
対
策
へ
の
支
援

①
市
内
高
校
生
の
地
元
企
業
へ
の
就
業
促
進

・高
校
生
を
対
象
と
し
た
地
元
企
業
見
学

ツ
ア
ー
の
実
施

・進
路
指
導
教
諭
と
地
元
企
業
と
の
懇
談

会
の
開
催

【
市
回
答
】

　

鶴
来
商
工
会
で
は
、従
前
よ
り
、鶴
来

高
校
で
企
業
説
明
会
を
開
く
な
ど
商
工

会
独
自
で
積
極
的
な
取
り
組
み
を
さ
れ

て
い
る
と
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
内
の
多
く
の
企
業
が
人
材
不
足
で

悩
む
中
、地
元
の
高
校
生
に
地
元
の
企
業

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、就
職
す
る
こ
と
は

大
変
重
要
な
取
り
組
み
と
考
え
て
お
り
、

見
学
会
等
を
市
、商
工
会
議
所
、商
工
会

で
連
携
し
、市
全
体
で
取
り
組
め
る
よ
う

協
議
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

な
お
、市
で
は
、高
校
の
先
生
が
市
内

企
業
を
訪
問
し
、生
徒
の
適
性
に
合
っ
た

就
職
先
を
見
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

産
業
視
察
も
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

②
中
途
採
用
者
雇
用
に
係
る
支
援

　
Ｉ
タ
ー
ン
、Ｕ
タ
ー
ン
促
進
事
業
の
充
実

【
市
回
答
】

　

毎
年
三
月
に
本
市
が
、経
済
団
体
及
び

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
共
催
し
て
い
る
企
業
説

明
会（
就
職
説
明
会
）は
、新
卒
の
方
だ
け

で
な
く
社
会
経
験
の
あ
る
方
な
ど
も
対

象
と
し
て
お
り
、市
内
企
業
を
知
っ
て
い

た
だ
き
、就
職
し
て
い
た
だ
く
良
い
機
会

だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
四
年
度
以
降
も
企
業
説
明
会（
就

職
説
明
会
）は
実
施
す
る
方
向
で
す
の
で
、

「
住
み
よ
い
ま
ち　

白
山
」を
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
市
内
企
業
の
多
数
の

参
加
に
つ
い
て
、商
工
会
議
所
や
商
工
会

の
ご
協
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、従
前
よ
り
、県
と
連
携
し
て
、東

京
二
十
三
区
の
在
職
、在
住
者
を
対
象
に
、

本
市
に
移
住
し
、職
を
得
て
い
た
だ
け
る

よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

五
．活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
支

援
施
策

①
バ
ラ
ン
ス
あ
る
工
業
団
地
の
造
成
と
交
通

　
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

・新
工
業
団
地
の
造
成
及
び
ア
ク
セ
ス
道

路
の
早
期
整
備

【
市
回
答
】

　

白
山
市
の
産
業
基
盤
の
更
な
る
振
興

に
寄
与
す
る
旭
工
業
団
地
北
部
地
区
に

お
け
る
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、

令
和
四
年
四
月
に
認
可
を
受
け
、鋭
意
、

造
成
工
事
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ア
ク
セ
ス
道
路
を
は
じ
め
、区
域
内
の
幹

線
道
路
、周
辺
に
お
け
る
道
路
拡
幅
工
事

な
ど
、新
工
業
団
地
の
利
便
性
向
上
に
向

け
た
工
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ア
ク
セ
ス
道
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、令

和
五
年
度
夏
ご
ろ
の
供
用
を
予
定
し
て

お
り
、造
成
工
事
に
つ
き
ま
し
て
も
分
譲

予
定
企
業
様
と
の
調
整
を
進
め
な
が
ら
、

令
和
五
年
夏
ま
で
に
段
階
的
に
供
用
で

き
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

・海
側
幹
線
道
路
の
本
線
着
工

【
市
回
答
】

　

金
沢
外
環
状
道
路
は
、令
和
四
年
十
一

月
に
金
沢
市
大
河
端
町
～
福
久
町
間
の

暫
定
二
車
線
が
開
通
し
、海
側
幹
線
と
山

側
幹
線
が
国
道
八
号
を
介
し
て
接
続
し

ま
し
た
。

　

海
側
幹
線
の
本
線
に
つ
い
て
は
、令
和

二
年
度
に
金
沢
市
内
の
今
町
～
鞍
月
間

が
事
業
化
さ
れ
て
お
り
、今
後
も
事
業
促

進
に
向
け
て
関
係
機
関
に
要
望
し
て
ま

い
り
ま
す
。

・加
賀
海
浜
道
路
の
整
備
促
進

【
市
回
答
】

　

令
和
二
年
度
よ
り
、小
川
町
～
松
本
町

区
間
の
四
車
線
化
に
工
事
着
手
し
て
お

り
、引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け
、関
係

機
関
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・国
道
八
号
線
の
拡
張
整
備（
乾・宮
丸
間
）

【
市
回
答
】

　

令
和
元
年
度
に
六
車
線
化
が
事
業
化

さ
れ
、国
に
お
い
て
調
査
・
設
計
を
進
め

て
お
り
、今
後
も
事
業
促
進
に
向
け
、関

係
機
関
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・国
道
八
号
と
国
道
一
五
七
号
の
乾
交
差
点

の
立
体
交
差
に
向
け
た
基
本
設
計
の
着
手

【
市
回
答
】

　

乾
東
交
差
点
は
、金
沢
外
環
状
道
路
海

側
幹
線
の
本
線
の
整
備
に
伴
い
、国
道
八

号
と
立
体
交
差
に
な
り
ま
す
。

　

本
線
の
整
備
に
つ
い
て
は
、金
沢
市
内

の
今
町
～
鞍
月
間
が
令
和
二
年
度
に
事

業
化
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、今
後
も

事
業
促
進
に
向
け
て
関
係
機
関
に
要
望

し
て
ま
い
り
ま
す
。

・地
域
高
規
格
道
路 

小
松
白
川
連
絡
道
路

の
整
備
促
進

【
市
回
答
】

　

国
道
三
六
〇
号（
飛
騨
地
域
～
小
松
空

港
間
）整
備
促
進
期
成
同
盟
会
を
構
成
す

る
周
辺
自
治
体
と
協
力
し
、関
係
機
関
へ

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
国
道
一
五
七
号
の
拡
張
工
事
の
着
手
及
び

　
毀
損
箇
所
の
改
修

【
市
回
答
】

　

国
道
一
五
七
号
に
つ
い
て
は
、白
山
市

と
福
井
・
岐
阜
方
面
を
結
ぶ
石
川
県
の
主

要
幹
線
道
路
で
あ
り
、ま
た
、金
沢
外
環

状
道
路
海
側
幹
線
側
道
部
の
供
用
開
始

に
よ
り
交
通
量
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、関
係
機
関
に
四
車
線
化
を
要
望
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、冬
季
間
の
除
雪
作
業
等
に
よ
る

棄
損
箇
所
の
迅
速
な
改
修
を
関
係
機
関

に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

③
Ｊ
Ｒ
美
川
駅
一
階「
ふ
れ
愛
ホ
ー
ル
」の

　
利
用
促
進

・幅
広
い
利
用
目
的
に
対
応
し
た
備
品
の
整
備

・利
用
料
金
の
見
直
し

【
市
回
答
】

　

美
川
駅
は
美
川
の「
街
の
顔
」と
し
て

重
要
な
役
割
だ
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
は
社
会
福
祉
法
人
の
佛
子
園
が
指

定
管
理
者
と
な
っ
て
お
り
、37cafe

な
ど

駅
の
賑
わ
い
創
出
の
た
め
ご
尽
力
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
施
設
の
一
階「
ふ
れ
愛
ホ
ー
ル
」の

利
用
料
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、現
在
、白

山
市
商
工
条
例
及
び
市
長
が
承
認
す
る

な
事
業
者
の
試
み
に
つ
い
て
は
、国
の
中

小
企
業
等
事
業
再
構
築
促
進
事
業
な
ど

で
支
援
し
て
お
り
、市
で
も
そ
れ
に
対
す

る
上
乗
せ
補
助
制
度
を
設
け
て
支
援
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
と
も
、国
・
県
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
適
切
な
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

二
．商
工
業
振
興
並
び
に
地
域
振
興
事
業

対
策
予
算
の
十
分
な
確
保

①
商
工
業
振
興
事
業
費
補
助
金

�
【
四
七
、九
五
〇
千
円（
継
続
）】

②
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｎ

　
開
催
費
補
助
金【
五
、〇
〇
〇
千
円（
継
続
）】

③
サ
マ
フ
ェ
ス
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド

�

開
催
費
補
助
金【
六
〇
〇
千
円（
継
続
）】

④
Ｍ
Ｒ
Ｏ
ラ
ジ
オ
ま
つ
り
＆
つ
る
ぎ
一
六
大
市

�

事
業
補
助
金【
三
、四
〇
〇
千
円(
継
続)
】

⑤
美
川
里
海
き
と
き
と
祭
開
催
費
補
助
金

�

【
六
三
〇
千
円(

継
続)
】

⑥
白
山
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

�

開
催
費
補
助
金【
三
〇
〇
千
円(

継
続)

】

⑦
い
い
と
こ
白
山
鉄
道
ま
つ
り

�

開
催
費
補
助
金【
一
、五
〇
〇
千
円（
継
続
）】

【
市
回
答
】

　

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
係
る
補
助
金
に
つ
い

て
は
、各
実
行
委
員
会
等
と
実
施
内
容
を

協
議
し
な
が
ら
、継
続
し
て
予
算
措
置
を

Ⅰ 

要
望
事
項

一
．新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
へ

の
対
応

①
事
業
者
支
援
施
策
の
継
続
・
拡
充

　
資
金
繰
り
や
雇
用
維
持
へ
の
支
援
拡
充
等
、

　
事
業
継
続
の
た
め
の
き
め
細
や
か
な
支
援

②
市
民
の
消
費
喚
起
施
策
の
継
続
・
拡
充

　
飲
食
・
宿
泊
事
業
者
等
へ
向
け
た
消
費

　
喚
起
対
策

【
市
回
答
】

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
も
、国
・
県
に
よ
る

事
業
者
支
援
策
に
あ
わ
せ
、各
種
事
業
を

行
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、市
民

の
消
費
喚
起
施
策
に
お
い
て
も
、白
山
市

経
済
団
体
連
絡
協
議
会
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
白
山
市
地
域
応
援
券
事

業
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
と
も
、国
の
補
正
予
算
や
令
和
五

年
度
予
算
に
よ
る
経
済
対
策
と
あ
わ
せ
、

適
切
な
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

③
ネ
ッ
ト
販
売
等
の
新
し
い
販
売
促
進
活

　
動
へ
の
支
援

　
ネ
ッ
ト
販
売
参
入
時
の
初
期
投
資
に
関

　
す
る
助
成
制
度
の
創
設

【
市
回
答
】

　

ネ
ッ
ト
販
売
参
入
な
ど
を
含
む
新
た

講
じ
て
お
り
ま
す
。
民
間
主
導
の
地
域
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
状
況

を
踏
ま
え
、実
施
方
法
、内
容
、予
算
等

に
つ
い
て
、実
行
委
員
会
で
十
分
に
議
論

し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
適
切
に
開
催
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
商
工
業
振
興
事
業
費
補
助
金

（
市
内
商
工
会
議
所
及
び
商
工
会
へ
の
補

助
金
）に
つ
い
て
は
、地
域
商
工
業
の
総

合
的
な
発
展
及
び
組
織
の
運
営
充
実
を

図
る
た
め
、市
と
し
て
、商
工
会
議
所
及

び
三
商
工
会
が
行
う
経
営
改
善
普
及
事

業
や
地
域
の
総
合
振
興
事
業
な
ど
に
対

す
る
支
援
と
し
て
、必
要
な
経
費
の
一
部

を
引
き
続
き
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

貴
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、引
き
続

き
、地
域
の
経
済
振
興
へ
の
積
極
的
な
取

り
組
み
は
も
と
よ
り
、市
の
各
種
施
策
に

対
す
る
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
新
た
な
施
策
に
対
し
ま
し
て
は
、

時
宜
を
と
ら
え
、適
切
な
支
援
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

⑧「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
」の

　
　
地
域
住
民
へ
の
普
及
促
進

　
民
間
事
業
者
と
連
携
し
た

　
　
ポ
イ
ン
ト
付
与
制
度
の
実
施

【
市
回
答
】

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
は
、多
く
の
民

間
事
業
者
が
、各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

い
な
が
ら
普
及
促
進
を
図
っ
て
お
り
、消

費
者
も
自
分
に
合
っ
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
を
選
択
し
利
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
ポ
イ
ン
ト

付
与
に
つ
き
ま
し
て
は
、地
域
経
済
や
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
が
期
待
で
き

る
地
域
通
貨
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

し
か
し
、導
入
費
用
や
決
済
手
数
料
、

公
平
か
つ
、多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
利

用
で
き
る
民
間
事
業
者
の
選
定
な
ど
課

題
も
多
く
、各
関
係
課
と
研
究
、協
議
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

三
．創
業
者・起
業
者
に
対
す
る
支
援
策
の

充
実・強
化

①
起
業
家
支
援
補
助
金
制
度
の
改
正

　
【
起
業
家
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
っ
た

�

き
め
細
か
な
支
援
制
度
に
改
正
】

　
・対
象
業
種
の
地
域
指
定
を
廃
止

　
・移
住
者・女
性
等
へ
の
上
乗
せ
制
度
の
新
設

　
※
他
の
市
町
の
創
業
者
補
助
金
制
度
を

　
　
参
考
に
改
正

【
市
回
答
】

　

市
の
起
業
家
支
援
補
助
金
制
度
は
、現

在
、補
助
対
象
と
な
る
業
種
や
地
域
、エ

リ
ア
が
限
定
的
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
含

め
、交
付
件
数
も
数
件
と
少
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
国
も
、全
国
的
に
廃
業
が
多

く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、成
長
戦
略

と
し
て
起
業
を
重
点
的
に
推
進
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
地
域
経
済
の
持

続
的
な
発
展
の
た
め
に
も
、周
辺
市
町
を

参
考
に
、起
業
し
や
す
い
よ
う
、ニ
ー
ズ

に
寄
り
添
っ
た
、き
め
細
や
か
な
制
度
に

な
る
よ
う
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

②
商
工
会
議
所・商
工
会
に
よ
る

　
　
指
導
へ
の
誘
導

　
起
業
家
支
援
補
助
金
制
度

　
　
申
請
者
へ
の
働
き
か
け

【
市
回
答
】

　

起
業
家
支
援
補
助
金
制
度
を
改
正
す

要
望
・
提
案
事
項
に
対
す
る
白
山
市
か
ら
の
回
答

　

白
山
市
経
済
団
体
連
絡
協
議
会
（
白
山
商
工
会
議
所
並
び
に
美
川
・
鶴
来
・
白
山
商
工

会
で
組
織　

会
長　

髙
松
喜
与
志
会
頭
）
が
、
昨
年
十
二
月
に
白
山
市
へ
提
出
し
ま
し

た
。
要
望
・
提
案
に
つ
い
て
、
こ
の
た
び
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
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を
評
価
し
認
定
す
る
こ
と
で
、活
動
を
支

援
す
る
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
活
動
は
認
定
あ

り
き
で
は
な
く
、誰
で
も
取
り
組
め
る
活

動
で
あ
る
こ
と
か
ら
、企
業
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
十
七
の
目
標
に
対
す
る
認
識
を
さ
ら

に
深
め
、製
品
等
へ
の
波
及
の
み
な
ら
ず
、

社
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
、地
域

貢
献
等
幅
広
い
活
動
が
重
要
で
あ
り
ま

す
。
特
に
、社
会
、経
済
、環
境
の
三
側
面

の
バ
ラ
ン
ス
も
評
価
す
る
上
で
大
切
で
あ

る
こ
と
か
ら
、表
彰
制
度
に
つ
い
て
は
今

後
の
課
題
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）策
定・「
パ
ー
ト

　
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」の
登
録
促
進

　
発
注
時
に
お
け
る
加
点
制
度
の
創
設

【
市
回
答
】

　

市
で
は
、技
術
力
の
向
上
や
地
域
の
社

会
貢
献
に
熱
心
な
建
設
業
者
を
適
切
に

評
価
す
る
た
め
、市
内
建
設
業
者
に
対
し

ま
し
て
主
観
的
事
項
審
査
基
準
を
設
け
、

主
観
点
数
を
加
算
し
た
上
で
等
級
の
格

付
け
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）の
策
定
に

つ
い
て
は
、事
業
者
の
策
定
状
況
を
見
な

が
ら
、ま
た
、「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
」

宣
言
に
つ
き
ま
し
て
も
、事
業
者
の
普
及・

推
進
の
状
況
を
見
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
に

対
す
る
主
観
点
数
の
加
点
に
つ
い
て
、県

並
び
に
他
市
の
状
況
も
踏
ま
え
、検
討
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ⅱ　

提
案
事
項

一
．
国
際
見
本
市
出
展
事
業
奨
励
金
制
度

の
普
及
促
進
及
び
改
正

　
・奨
励
金
制
度
の
周
知
徹
底

　
・提
出
書
類
の
見
直
し

　
（
添
付
書
類
の
簡
素
化
）

【
市
回
答
】

　

先
般
は
、商
工
会
議
所
・
商
工
会
の
会

報
に
国
際
見
本
市
出
展
事
業
奨
励
金
制

度
の
周
知
の
チ
ラ
シ
を
同
封
し
て
い
た
だ

き
誠
に
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
機
会
を
と
ら
え
、周
知
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
提
出
書
類
の
見
直
し
に
つ
き
ま

し
て
は
、簡
単
な
収
支
を
記
載
す
る
も
の

と
な
っ
て
お
り
、事
業
効
果
の
記
載
を
求

め
て
い
な
い
た
め
、出
展
企
業
に
そ
れ
ほ

ど
の
負
担
を
強
い
る
も
の
で
は
な
い
と
考

え
て
お
り
、改
正
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

二
．美
川
の
鮭（
仮
称
：
美
川
お
か
え
り
鮭
）

の
市
内
小
中
学
校
給
食
で
の
活
用

【
市
回
答
】

　

学
校
給
食
で
の
地
元
食
材
の
使
用
は
、

郷
土
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
こ
と
に

つ
な
が
る
取
組
で
す
の
で
、積
極
的
に
活

用
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

活
用
に
あ
た
っ
て
は
、学
校
給
食
の
衛

生
管
理
上
、納
入
業
者
の
登
録
や
納
品
時

間
の
制
約
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、市
内

の
全
小
中
学
校
で
使
用
す
る
場
合
に
は

実
施
年
度
の
前
年
度
か
ら
打
合
せ
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

三
．空
き
家
提
供
者
に
対
す
る
報
奨
金
制

度
の
創
設

【
市
回
答
】

　

ご
提
案
の
と
お
り
、空
き
家
等
の
有
効

活
用
を
通
し
て
定
住
の
促
進
を
図
る
た

め
、令
和
五
年
度
か
ら
空
き
家
バ
ン
ク
登

録
物
件
が
成
約
し
た
所
有
者
に
一
物
件
一

回
限
定
で
五
万
円
を「
空
き
家
利
活
用
奨

励
金
」と
し
て
交
付
す
る
制
度
を
新
設
致

し
ま
す
。さ
ら
に
現
在
は
購
入
者
や
賃
借

人
が
空
き
家
を
改
修
し
た
場
合
に
五
〇
万

円
を
限
度
と
し
て
交
付
す
る「
空
き
家
改

修
補
助
金
」に
つ
き
ま
し
て
は
、所
有
者

も
対
象
と
す
る
よ
う
制
度
の
拡
充
を
致

し
ま
す
。

　

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、上
記
の
制

度
及
び
令
和
五
年
度
に
向
け
て
現
在
改

正
を
検
討
し
て
い
る
起
業
家
支
援
補
助

金
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、移
住

希
望
者
の
定
住
、起
業
や
新
規
出
店
に
つ

な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

四
．白
山
白
川
郷
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
の

実
施
方
法
の
検
討

参
加
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
た
ス
タ
ー
ト・

ゴ
ー
ル
地
点
の
見
直
し

【
市
回
答
】

　

大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、多
く
の
協
力

団
体
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　

現
在
の
コ
ー
ス
は
、白
川
村
と
の「
観

光
都
市
交
流
に
関
す
る
協
定
書
」に
基
づ

き
、本
市
の
有
力
な
観
光
資
源
で
あ
る
白

山
白
川
郷
ホ
ワ
イ
ト
ロ
ー
ド
の
活
用
を
中

心
に
設
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、参
加
者
の
利
便
性
が
向
上
し
、

エ
ン
ト
リ
ー
数
が
増
え
る
よ
う
な
コ
ー
ス

設
定
を
、運
営
主
体
で
あ
る
ラ
ン
ナ
ー
ズ・

ウ
ェ
ル
ネ
ス
と
十
分
調
整
・
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

よ
り
良
い
大
会
に
な
り
ま
す
よ
う
、今
後

と
も
各
団
体
の
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

五
．「
鉄
道
」を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
の

推
進

①
白
山
総
合
車
両
所
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　
（
仮
称
）を
核
と
し
た
産
業
観
光
ル
ー
ト

　
の
早
期
設
定

【
市
回
答
】

　

令
和
六
年
春
の
北
陸
新
幹
線
敦
賀
開

業
と
合
わ
せ
て
オ
ー
プ
ン
の
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
は
、観
光
・
産
業
振
興
の
拠
点
と

し
て
、南
加
賀
地
域
と
協
力
し
て
、世
界

に
誇
る
新
幹
線
技
術
を
観
光
資
源
と
捉

え
、周
辺
企
業
の
モ
ノ
づ
く
り
の
活
用
と

合
わ
せ
た
産
業
観
光
を
テ
ー
マ
に
取
り

組
み
、広
域
観
光
に
活
用
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、全
国
や
世
界
に「
鉄
道
の
ま
ち
」

の
魅
力
を
伝
え
て
地
域
活
性
化
に
つ
な

げ
る
発
信
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

「
い
い
と
こ
白
山　

鉄
道
ま
つ
り
」と
連

携
し
、「
乗
り
物
ま
る
ご
と
体
験
ツ
ア
ー
」

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
市
と
能
美
市
、野
々
市
市
、川
北
町

の
三
市
一
町
の
企
業
に
お
い
て
は
、産
業

観
光
受
入
可
能
な
企
業
と
な
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
は
産
業
観
光
受
入
企
業
の
磨
き

上
げ
を
図
り
、旅
行
商
品
化
に
向
け
て
さ

ら
な
る
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

②
北
陸
鉄
道
石
川
線
の
利
用
促
進

【
市
回
答
】

　

近
年
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、石

基
準
に
基
づ
き
、午
前
、午
後
、夜
間
、全

日
の
区
分
で
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
本
施
設
は
、市
民
の
文
化
意
識
の
高

揚
、市
民
交
流
、地
域
商
工
業
の
活
性
化

を
目
的
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、そ
の
趣
旨

に
合
致
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、使
用
を
許

可
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、一
時
間
単
位
で
の
利
用
料
金
に

つ
き
ま
し
て
は
、市
内
類
似
施
設
と
の
均

衡
を
図
り
な
が
ら
、先
進
事
例
な
ど
を
参

考
に
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、備
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、広
く

市
民
が
使
用
で
き
る
汎
用
的
な
も
の
を

備
え
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、練

習
用
の
姿
見
に
つ
き
ま
し
て
は
、整
備
の

予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④「
安
全・安
心
」な
ま
ち
づ
く
り
推
進
に

　

向
け
た
防
犯
カ
メ
ラ
の
普
及
促
進

・防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
事
業
の
周
知
徹
底

・幹
線
道
路
交
差
点
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

【
市
回
答
】

　

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
事
業
の
周
知

に
つ
き
ま
し
て
は
、毎
年
八
月
下
旬
に
市

内
三
八
八
町
内
会
の
全
町
会
長
に「
町
内

会
等
補
助
事
業
要
望
調
査
票
」を
配
布
の

う
え
、次
年
度
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
計
画

を
把
握
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、毎
年
四

月
の
町
内
会
連
合
会
の
総
会
に
お
い
て

も
配
布
し
て
お
り
ま
す「
町
内
会
等
に
関

す
る
事
業
の
あ
ら
ま
し
」に
掲
載
し
周
知

を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、幹
線
道
路
交
差
点
に
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
に
つ
い
て
で
す
が
、本
市
は
子

ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
と
市
民
の
不
安

感
の
払
し
ょ
く
を
図
り
安
全
で
安
心
な

白
山
市
の
実
現
を
目
的
と
し
て
、
平
成

二
十
八
年
度
か
ら
通
学
路
を
重
点
対
象

と
し
て
設
置
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ご
要

望
の
、主
要
な
幹
線
道
路
へ
の
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、通
学
路
で
あ

れ
ば
検
討
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

六
．デ
ジ
タ
ル・ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン（
Ｄ
Ｘ
）の
推
進
支
援

生
産
性
向
上・働
き
方
改
革・販
路
開
拓
等

に
関
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
支
援・
助
成
制

度
の
新
設 

【
市
回
答
】

　

Ｄ
Ｘ
に
対
応
し
た
設
備
導
入
な
ど
の

支
援
に
あ
た
っ
て
は
、専
門
的
な
知
識
や

比
較
的
大
き
な
予
算
も
必
要
な
た
め
、ま

ず
は
、国
・
県
の
支
援
制
度
の
活
用
を
お

願
い
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の

上
で
、市
が
支
援
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

人
材
育
成
に
つ
き
ま
し
て
も
、民
間
企

業
と
連
携
し
、ど
う
い
っ
た
支
援
が
で
き

る
か
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

七
．親
善
友
好
都
市「
藤
枝
市
」の
Ｐ
Ｒ
拡
充

特
産
品
紹
介
の
充
実
、イ
ベ
ン
ト
等
で
の

相
互
物
販

【
市
回
答
】

　

藤
枝
市
は
本
市
に
と
っ
て
国
内
唯
一
の

親
善
友
好
都
市
で
あ
り
、普
段
か
ら
広
報

誌
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
相
互
提
供
し
、

都
市
交
流
の
担
当
部
署
と
情
報
交
換
し

て
お
り
、ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
中
学
生
の

生
徒
会
交
流
な
ど
児
童
生
徒
等
が
往
来

す
る
と
い
っ
た
交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

庁
舎
一
階
の
姉
妹
都
市
コ
ー
ナ
ー
や
国

際
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
時
な
ど
で
は
、

パ
ネ
ル
で
藤
枝
市
と
の
交
流
に
つ
い
て
展

示
す
る
ほ
か
、本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
も
藤
枝
市
を
ご
紹
介
し
て
お
り
、令
和

四
年
七
月
に
は「
カ
ン
ナ
の
花
」に
ま
つ

わ
る
話
題
を
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
掲
載
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
マ
ル

シ
ェ・
ド
ゥ・ハ
ク
サ
ン
で
お
茶
や
み
か
ん

な
ど
の
販
売
で
参
加
い
た
だ
き
、道
の
駅

め
ぐ
み
白
山
の
開
業
後
、道
の
駅
め
ぐ
み

白
山
で
の
販
売
を
は
じ
め
、藤
枝
市
の
商

品
の
展
示
販
売
を
実
施
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
ご
協
力
を
い
た

だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、お
茶
を
は
じ
め
と

し
た
藤
枝
市
の
特
産
品
の
販
売
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
令
和
四
年
十
月
に
は
、藤
枝
市

で
三
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た「
ふ
じ
え
だ

産
業
祭
」に
参
加
す
る
な
ど
、白
山
市
の

特
産
品
販
売
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
四
十
年
間
に
亘
り
、同
市
と

の
間
で
育
ん
で
き
た
信
頼
と
友
好
関
係

を
大
切
に
し
、今
後
も
一
層
、マ
ル
シ
ェ・

ド
ゥ・
ハ
ク
サ
ン
や
道
の
駅
を
活
用
し
た

イ
ベ
ン
ト
等
で
連
携
を
図
り
、友
好
都
市

「
藤
枝
市
」の
Ｐ
Ｒ
等
に
努
め
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

八
．公
共
工
事
並
び
に
用
度
品
等
の
地
元

企
業
へ
の
優
先
発
注　

・元
請
企
業
に
対
す
る
地
元
企
業
へ
の
発

注
指
導

・設
計
段
階
に
お
け
る
実
情
に
見
合
っ
た

単
価
の
反
映

【
市
回
答
】

　

こ
れ
ま
で
も
、市
内
企
業
を
優
先
と
し

た
発
注
を
行
っ
て
お
り
、今
後
も
、引
き

続
き
配
慮
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

積
算
に
あ
た
っ
て
は
、県
の
積
算
基
準

に
よ
る
単
価
、歩
掛
り
を
採
用
し
て
お
り
、

県
単
価
に
記
載
の
な
い
製
品
に
つ
い
て
も
、

県
積
算
基
準
に
基
づ
く
見
積
り
に
よ
り

適
切
な
積
算
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、今
後
も
最
新
単
価
を
反
映
し
た
的
確

な
積
算
に
努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

九
．国・県
等
の
施
策
の
普
及
促
進

①
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
組
み
の
啓
蒙
普
及

　
認
証
制
度
の
充
実
と
表
彰
制
度
の
新
設

【
市
回
答
】

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
へ
の
啓
蒙
普

及
に
つ
い
て
は
、市
内
の
団
体
等
か
ら
希

望
の
あ
る
場
合
に
、公
民
館
等
へ
職
員
が

出
向
き
説
明
を
行
う「
ま
ち
か
ど
市
民
講

座
」を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、企

業
な
ど
へ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る
取
り
組

み
支
援
と
し
て
は
、連
携
協
定
を
結
ん
で

い
る
金
沢
工
業
大
学
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
認
定

制
度
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
こ
れ
ま
で
二

回
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー

を
修
了
さ
れ
た
方
が
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
践
者
／
実
践
企
業
認
定

を
受
け
る
流
れ
と
な
っ
て
お
り
、こ
れ
ま

で
三
件
の
登
録
が
あ
り
ま
す
。こ
う
し
た

活
動
を
通
じ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
情
報
提
供
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、人
・
企
業
の
活
動
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友
好
コ
ー
ナ
ー

藤
枝
商
工
会
議
所
を
知
ろ
う
‼ （
第
七
十
七
回
）

　

大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
の

学
生
や
キ
ャ
リ
ア
支
援
担
当

者
を
対
象
に
、第
五
回
目
と
な

る
地
元
企
業
魅
力
発
見
バ
ス

ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
昨

年
度
は
バ
ー
チ
ャ
ル
型
で
開

催
し
ま
し
た
が
、今
回
は
二
年

ぶ
り
の
対
面
型
開
催
で
し
た
。

学
生
及
び
大
学
キ
ャ
リ
ア
支

援
課
、
私
立
高
校
の
先
生
等

四
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

藤
枝
市
・
焼
津
市
・
島
田
市

の
三
コ
ー
ス
延
べ
十
五
企
業

の
訪
問
を
設
定
し
、藤
枝
商
工

会
議
所
会
員
で
は
、㈱
佐
藤
工

業
所
、㈱
ダ
ル
ト
ン
工
芸
セ
ン

タ
ー
、㈱
エ
ク
ノ
ス
ワ
タ
ナ
ベ
、

シ
ョ
ウ
ケ
ン
ガ
リ
レ
イ
㈱
、㈱

ツ
チ
ヤ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

へ
訪
問
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
学
生
か
ら
は
、「
地

元
の
良
い
企
業
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」「
訪
問

し
た
企
業
の
採
用
試
験
を
ぜ

ひ
受
け
た
い
と
思
い
ま
す
」「
と

て
も
貴
重
な
体
験
で
良
か
っ

た
で
す
。
ま
た
、参
加
し
た
い

と
思
い
ま
す
」と
い
っ
た
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。

志太3市（藤枝市・焼津市・島田市）
地域企業の魅力発見バスツアーを開催

令和5年 2月6日 ( 月 )・9日 ( 木 )・14日 ( 火 )

和
四
年
度
も
、白
山
市
環
境
審
議
会
委
員

に
工
業
団
地
か
ら
一
名
選
出
）し
な
が
ら

水
素
の
活
用
方
法
等
を
含
め
て
検
討
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

・再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進

　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
実
現
に
向
け
、再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
は
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、豊
か
な
自
然
や
生
態
系
を

作
る
地
質
・
地
形
を
保
護
し
、そ
れ
を
教

育
や
地
域
振
興
に
活
用
し
て
い
く
仕
組

み
で
あ
る
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
を
推
進
し
て

お
り
、こ
の
豊
富
な
資
源
が
あ
る
白
山
市

の
特
色
を
活
か
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
の
検
討
が
必
要
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

脱
炭
素
に
向
け
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
促
進
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で

あ
り
、今
後
と
も
白
山
市
経
済
団
体
連
絡

協
議
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

普
及
促
進
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

七
．「
白
山
市
地
域
応
援
券
」事
業
に
お
け

る
利
用
店
舗
偏
重
の
是
正

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
の
導
入

【
そ
の
他
効
果
】

・支
援
金
額
を
上
乗
せ
チ
ャ
ー
ジ
す
る
た
め
、

経
済
効
果
が
大
幅
に
増
大

・印
刷
コ
ス
ト
削
減
や
運
用
側・加
盟
店
側

の
労
力
の
大
幅
な
削
減

・キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
普
及
促
進

【
市
回
答
】

　

本
市
が
配
布
し
て
い
る
地
域
応
援
券

は
事
業
者
の
支
援
だ
け
で
な
く
、市
民
の

皆
様
の
生
活
支
援
も
目
的
と
し
て
お
り
、

広
く
市
民
が
使
い
や
す
い
よ
う
に
、大
型

商
業
店
舗
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
で
の

利
用
も
可
能
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
提
案
い
た
だ
い
た
デ
ジ
タ
ル
地
域
通

貨
に
つ
き
ま
し
て
は
、全
国
的
に
は
、プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
手
段
と
し
て
使

用
さ
れ
て
お
り
、商
品
券
の
輸
送
・
印
刷

コ
ス
ト
を
削
減
で
き
る
こ
と
や
、運
用
側・

事
業
者
側
の
換
金
な
ど
の
手
間
を
削
減

で
き
る
利
点
が
あ
る
一
方
、高
齢
者
な
ど

市
民
全
員
が
平
等
に
恩
恵
を
受
け
ら
れ

な
い
と
い
っ
た
欠
点
も
あ
り
ま
す
。た
だ
、

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

時
代
の
流
れ
も
あ
り
、導
入
に
向
け
、一

人
で
も
多
く
の
市
民
が
利
用
し
や
す
い

方
法
な
ど
を
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

川
線
の
利
用
者
が
低
迷
し
経
営
状
況
は

非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、現
在
、

金
沢
市
を
中
心
と
し
た
四
市
二
町
で
形

成
す
る
石
川
中
央
都
市
圏
で
は
、国
、県
、

市
町
、公
共
交
通
事
業
者
、交
通
利
用
者

と
し
て
住
民
団
体
及
び
経
済
団
体
の
代

表
な
ど
で
構
成
す
る
地
域
公
共
交
通
協

議
会
を
設
立
し
、圏
域
内
を
ス
ム
ー
ズ
に

移
動
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
や
広
域
的

な
公
共
交
通
網
の
構
築
に
向
け
、令
和
四

年
度
中
に
公
共
交
通
計
画
を
策
定
す
る

予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
計
画
案
で
は
、石
川
線
に
つ
い
て

上
下
分
離
を
含
め
た
鉄
道
線
の
存
続
や
、

石
川
線
の
バ
ス
転
換
・
Ｂ
Ｒ
Ｔ
化
の
検
討

な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、す

で
に
石
川
線
の
需
要
調
査
な
ど
北
陸
鉄

道
線
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

　

市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、鶴
来
─
金
沢

間
の
公
共
交
通
の
持
続
性
確
保
に
は
、乗

り
継
ぎ
解
消
な
ど
の
利
便
性
向
上
策
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、こ
れ
ら
も

含
め
地
域
公
共
交
通
協
議
会
で
議
論
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

六
．「
こ
れ
か
ら
の
白
山
市
」創
造
事
業

①
白
山
登
山
観
光
ル
ー
ト
の
確
立
に
よ
る

　
地
域
振
興
計
画

　
（
松
任
駅
か
ら
の
直
行
バ
ス
路
線
の
継
続
等
）

【
市
回
答
】

　

観
光
振
興
と
自
然
保
護
の
観
点
で
、民

間
事
業
者
の
協
力
の
も
と
、令
和
二
年
度

よ
り
白
山
登
山
ピ
ー
ク
時
の
交
通
規
制

日
に
、Ｊ
Ｒ
松
任
駅
か
ら
市
ノ
瀬
ま
で
の

直
行
登
山
バ
ス
を
新
設
し
、年
々
利
用
者

は
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
令
和
四
年

度
に
は
、規
制
日
以
外
の
平
日
に
Ｊ
Ｒ
松

任
駅
か
ら
別
当
出
合
ま
で
の
直
行
登
山

バ
ス
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
五
年
度

も
引
き
続
き
実
施
を
お
願
い
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
バ
ス
の
運
行
に

よ
り
、Ｊ
Ｒ
松
任
駅
で
下
車
し
、駅
周
辺

で
宿
泊
す
る
と
い
う
経
済
効
果
も
表
れ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
令
和
三
年
度
か
ら
松
任
駅
か
ら

の
直
行
登
山
バ
ス
の
乗
車
利
用
を
促
進

す
る
た
め
、松
任
駅
南
複
合
型
立
体
駐
車

場
の
利
用
者
に
一
日
分
の
駐
車
割
引
券
を

配
布
し
て
お
り
、令
和
五
年
度
も
引
き
続

き
実
施
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

②
テ
レ
ワ
ー
ク
移
住・移
住
創
業
の
推
進

　
「
お
た
め
し
移
住
制
度（
空
き
家
の
一
定

　
期
間
貸
付
）」の
創
設

【
市
回
答
】

　

ご
提
案
の
と
お
り
、逆
転
の
発
想
で
ピ

ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、「
住
み
や
す
い

ま
ち　

白
山
市
」を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、

移
住
施
策
の
推
進
を
図
る
こ
と
は
良
い

機
会
で
あ
り
ま
す
。

　

県
外
に
住
ん
で
い
る
方
が
白
山
市
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、市
内
で
の
宿
泊
費
補
助
制
度
や
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
移
住
相
談
等
、移
住
の
検

討
過
程
に
お
い
て
、よ
り
身
近
に
白
山
市

で
の
生
活
を
感
じ
取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

移
住
希
望
者
が
長
期
滞
在
で
き
る
宿

泊
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
は
、本
市
で
の

実
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
に
は
有
効
で

あ
る
と
考
え
ま
す
が
、使
用
す
る
施
設
の

運
用
方
法
や
維
持
管
理
等
の
課
題
も
多

い
こ
と
か
ら
、導
入
に
つ
い
て
は
引
き
続

き
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

③
ス
ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た

　
「
白
山
市
の
明
る
い
未
来
」化
計
画

　
「
ヴ
ィ
ン
セ
ド
ー
ル
白
山
」の
活
動
支
援

【
市
回
答
】

　

本
市
で
は
、第
二
次
白
山
市
ス
ポ
ー
ツ

推
進
計
画
に
お
い
て
、市
民
の
ス
ポ
ー
ツ

実
施
率
向
上
を
目
標
に
、プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

の
試
合
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

間
近
で
選
手
の
プ
レ
ー
を
見
る
こ
と
で
市

民
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
を
高
め
、地
域

活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、ス
ポ
ー
ツ
に

取
り
組
む
人
の
増
加
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

そ
の
こ
と
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、令
和
四

年
度
よ
り
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
チ
ー
ム
で
あ
る

「
ヴ
ィ
ン
セ
ド
ー
ル
白
山
」が
実
施
す
る
、

ジ
ュ
ニ
ア
競
技
力
向
上
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
拡
大
を
図
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

や
、ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
チ
ー
ム
と
し
て
の
知

名
度
向
上
に
繋
が
る
活
動
等
に
対
し
、

「
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
チ
ー
ム
応
援
事
業
」と
し

て
補
助
制
度
を
設
け
支
援
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
、「
ヴ
ィ
セ
ン
ド
ー
ル
白
山
」と

連
携
を
図
り
、市
民
認
知
度
ア
ッ
プ
に
繋

が
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
や
広
報
活
動
な
ど

を
実
施
し
、積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

④「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」の
普
及
促
進

　
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」の
具
現
化

・水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
誘
致
に
よ
る
実
証

実
験

・再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
な
ど

【
市
回
答
】

　

本
市
で
は
令
和
三
年
三
月
に
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
と
す
る「
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」を
宣
言
い
た
し
ま
し

た
。

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、行
政
だ
け
で
な
く
、市
内
事

業
者
や
市
民
が
、脱
炭
素
に
向
け
た
積
極

的
な
取
組
み
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
製
造
業
を
中
心
と
し
た
多

く
の
企
業
が
操
業
さ
れ
て
お
り
、各
企
業

の
活
力
や
産
業
競
争
力
を
生
か
し
た
脱

炭
素
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

・水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
誘
致
に
よ
る
実
証

実
験

　

脱
化
石
燃
料
化
の
た
め
に
水
素
を
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
は
と

て
も
有
用
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
四
年
度
は
、廃
ア
ル
ミ
を
含
む
資

源
を
利
活
用
し
、脱
炭
素
に
向
け
持
続
可

能
な
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
実
現
を

目
指
す
企
業
を
講
師
と
し
て
招
き
、デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
交
え
た
市
民
向
け

の
学
習
会
を
開
催
し
、啓
発
を
図
り
ま
し

た
。

　

今
後
は
、石
川
県
が
計
画
し
て
い
る
水

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
動
向
に
も
注
視
し
な

が
ら
、商
工
団
体
の
方
々
と
も
連
携（
令

事業に役立つ情報をタイムリーにお届けしております。
是非登録ください。

E-Mailを入力するだけで
登録出来ます!
https://hakusancci.or.jp/mail/

白山商工会議所メールサービス
への登録はもうお済ですか？
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徳野新太郎	 ヨシオ工業㈱

中川　進也	 ナチュール

長崎成任衛	 長﨑産業㈱

中西　喜昭	 ㈱中西造園

西川　隆司	 ㈱西川電機工業所

原　　　勉	 ㈱ハラ自動車

番作　一之	 立野石材㈱

平田　博盛	 ㈱ひらた

前田　陽介	 前田印刷㈱

三谷　明子	 ニッコー㈱

南　　昭武	 ㈱金太 旭丘鉄鋼基地

宮江　勇治	 ㈱アスカ設備研究所

宮本　健志	 ㈱北陸銀行 松任支店

村松　哲矢	 ㈲村松如矢商店

村山　　勝	 ㈱圓八

本島　大昌	 ㈱本島電機商会

八木　良彦	 八木広告㈱

谷内田  茂	 ㈲松任鉄筋

山田　雄一	 ㈲風建築設計工房 白山市分室

山田　英示	 ㈱旭ウエルテック

吉橋　鉄也	 北進重量運輸㈱

吉村　伸成	 ㈱北伸商事

ＤＸ推進委員会
デジタル技術の活用推進に関すること
・生産性向上、働き方改革、業務の合
理化・効率化、人手不足への対応
・デジタル地域通貨　等

◎	大竹　和彦	 大竹電機㈱

○	髙松　征賢	 ㈱ｗａｐｏｎ

○	藤井　雅之	 ㈱トスマク・アイ

浅野　正規	 ㈱浅野太鼓楽器店

伊藤　直之	 金沢スプリング㈱

榮村　茂二	 大阪有機化学工業㈱ 金沢工場

広報委員会
会報の審議に関すること。
商工会議所の広報に関すること。
（３カ月に一度開催）

◎	藤本　和久	 ㈱松建

○木下　　勇	 ㈲キノシタＲＯＯＦ

○徳用　裕司	 ㈱ココ地建

穐田　竹男	 ㈱白山機工

新井　裕一	 ㈱新井組

池崎　広章	 ㈱イケザキ設備

石地　宜一	 石地呉服店

上田　大造	 北川土木㈱

後　　昇司	 ㈱丸昇運輸

木村　　進	 ㈲キムラオート

木村　竹芳	 ㈱北陸サンライズ

倉本　良仁	 ㈲ワイズ工業

建部　　隆	 ホクショー㈱　 　　 

小坂　康浩	 中央物産㈱

小松　康作	 ㈱トランスポート金沢

茶谷　敏夫	 ㈲茶谷鉄工所

丁子　泰征	 丁子行政書士事務所

津田　　勝	 津田食品㈱ かつ新

中　　英俊	 ㈱あさがおテレビ

西　　茂久	 ㈱西工建

春田　喜裕	 ㈱ハルタ

平　　康弘	 ㈱北都鉄工

松田　和仁	 ㈱メタルグリーン

南　　準一	 Ｉ.Ｃ.Ｍ.㈱

村上　智之	 金沢信用金庫 松任南支店

山田　真博	 はくさん信用金庫 松任支店

若島　　聡	 ㈱共和建設

小川　健朗	 小川健朗司法書士事務所

奥田　譲一	 ㈱奥田建設

亀田　康彦	 ㈱カメダ

川島　直之	 ㈱別川製作所

北川　由美	 ㈱天祥閣

北崎　浩幸	 北崎自動車工業㈱

木村　義和	 ㈱木村塗装

倉本　和明	 ㈱マックスカンパニー

小寺　和也	 イオンモール㈱イオンモール白山

小林　靖典	 ㈱小林製作所

小松　　徹	 ㈱福井銀行 松任支店

杉俣　眞吾	 杉俣コンクリート工業㈱

高橋　　功	 ㈱テクノドライブ

瀧元　達雄	 ㈱タツオ生産技術研究所

中川　幸雄	 ㈱ベスト家具

中川　大佑	 ㈱吉村植木園

中村　智丈	 オリエンタルチエン工業㈱

中谷　　弘	 ㈱ＬＥＤテクノス

西内　一博	 西内工務店㈱

丹羽　昭広	 ㈱丹羽自動車工業

野澤　誠治	 ㈱風工房のざわ

濱田　健治	 あさひ木材㈱

林　　宏泰	 ㈱林管工

疋田　弘一	 疋田産業㈱

久安　常信	 久安重機運輸㈱

藤田　智樹	 ㈱フジタ

藤田　哲也	 藤田建設㈱

宮崎　伸二	 ㈱宮崎クリーニング社

村上　真治	 サン･プラント工業㈱ 北陸工場

森田　幸志	 ㈱フォレスト不動産

矢来　正和	 矢来社会保険労務士事務所

安島　　勲	 ㈱ヤスジマ

梁井　　克	 ㈱フェイス

山﨑　　勝	 ㈱北國銀行 松任営業部 

山田　真生	 ㈱やまと商事

吉田　隆一	 ㈱吉田酒造店

以上46名

以上42名以上27名

総務委員会
常議員会、議員総会に上程する議案
の協議。
複数の部会、委員会に跨る事項の調整。
会頭が指示した事項の協議。
その他商工会議所の目的達成に必要
な事項の協議

◎ 水越　裕治	 ㈱アクトリー

○	加藤　正人	 ㈱ヨネミツ

○	車多　一成	 ㈱車多酒造

川島　直之	 ㈱別川製作所

村松　哲矢	 ㈲村松如矢商店

久安　常信	 久安重機運輸㈱

谷内田　茂	 ㈲松任鉄筋

坂上　裕宣	 ㈲坂上ビジネスサービス

能登健太朗	 能登印刷㈱

大竹　和彦	 ㈱大竹電機

藤本　和久	 ㈱松健

人材育成委員会
会員企業の役員・従業員の能力向上、
健康増進等に関すること。
・ＳＤＧｓ（カーボンニュートラル、
環境保護等）
・健康経営推進（取組宣言企業の促
進、発酵食の発信）
・女性活躍推進、就職（若者・セカ
ンドライフ）支援

◎	能登健太朗	 能登印刷㈱

○	小杉　善文	 ㈱金沢シール

○	吉田　敏昭	 ㈱フードサービス松任

明石　寛治	 ㈱明石合銅

石原　英行	 津田駒工業㈱松任工場 

一明　浩寧	 アイナックス稲本㈱

江戸　則崇	 ㈲江戸計算センター

加藤　真一	 学校法人 金城学園

加藤　正人	 ㈱ヨネミツ

河端　直人	 ㈲中部ワークス 

川端　　勤	 ㈱大晃重設

川元　真琴	 ㈲ケイ.ケイ.エム

木村　俊夫	 ㈱木村産業

黒田　尚孝	 ㈲サンユウ

越柴　充彦	 宝機械工業㈱

越村　清史	 冨士工業㈱

齋藤　秀明	 ㈱松陽建設

島畑　朝羊	 島畑商事㈱

新保　明夫	 ㈱国土開発センター

高井　俊一	 共和産業㈱

田村　栄伸	 睦美装㈱ 

寺田　　智	 ㈲寺田建築板金

永井　史郎	 ㈱永井鉄工所

中嶋　裕之	 金沢東工鋼材㈱

中村　広昭	 ナカムラシャッターメンテナンス㈱

橋場　勇生	 ㈱ＪＨコーポレーション

羽田　士郎	 ㈱羽田合金

林　　嘉成	 ㈱シ・ピ・エル

判　　義則	 ㈱石川製作所

比良　浄敬	 ＥＩＺＯ㈱

平本　哲夫	 伸栄工業㈱

町川　一均	 日本海急送㈱

松川　良一	 ㈱マツカワキカイ

松木　正康	 ㈱アクティー

水越　裕治	 ㈱アクトリー　　 

森　　　茂	 ㈱トランテックス

安田　晶一	 安田屋製菓㈱

山田　公成	 ㈱ペイブ

◎委員長　◯副委員長

地域交流委員会
産業観光、観光振興等交流人口の拡
大に関すること。
地域活性化に係る各種イベント（サマ	
フェス含む）、事業に関すること。
市民、各種団体等との連携に関すること。
他会議所（友好提携先を含む）、商工
会等との連携に関すること。

◎	車多　一成	 ㈱車多酒造

○	砂﨑　友宏	 ㈱朝日電機製作所

○	林　　哲也	 千代野建設㈱

○	安井　健一	 安井電気工事㈱

石野　晴紀	 ㈱石野製作所

岩崎　史朗	 ㈱岩崎電機システム

上田　正浩	 ユーエスカートン㈱

雄谷　良成	 社会福祉法人 佛子園

織田　一彦	 オダ建機㈱

柏野　一也	 ㈱松任モータース

川本　  務	 北陸化成㈱　 　　 

北田　  典	 ㈲北田不動産

木戸　正裕	 木戸公認会計士事務所

城戸口勝利	 ㈲彩霞堂

木下　俊和	 木下建具店

窪川　弘一	 ㈱窪川自動車商会

斉藤　信也	 松南自動車整備㈱

坂上　裕宣	 ㈲坂上ビジネスサービス

佐武　英昭	 ㈱サブ設備サービス

新本　雄一	 アラビアンプロセス㈱

高田　竜也	 ㈱Ｋｕｒｏｃｏ．

田中　志人	 白山建設㈱

田中　伸治	 ㈱田中屋

津田　良昭	 ㈱津田精工
以上38名

以上11名

各委員会の皆さん
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項　　　　目 チェック
食生活改善に向けた取り組みを実施していますか?
運動機会の増進に向けた取り組みを実施していますか?
コミュニケーション促進に向けた取り組みを実施していますか?
受動喫煙を防止するための措置を講じていますか?
メンタルヘルスにかかる相談体制を整えていますか?
ストレスチェックを実施していますか?
歯と口腔の健康に向けた取り組みを実施していますか?
従業員の感染症予防に向けた取り組みを実施していますか?

取 組 事 項 担 当 部 署 R　　年 計画と実績 備　考4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

健康診断 総務部
予 定 日 4月上旬 6月上旬 7月上旬 8月上旬 9月上旬

健診受診率100％達成
要再検の受診率100％達成
保健指導の実施
特定保健指導の機会提供

実 施 日 4月3日 6月20日 7月4日 8月10日 9月12日

ア ク シ ョ ン 申　込　み 問診票配布 健 診 実 施 保 健 指 導
要 再 検 の 推 奨

要 再 検 の 確 認
特 定 保 健 指 導

食の取組み 健康経営推進グループ
予 定 日 7月1日 2月3日

７月：氷室饅頭
２月：恵方巻実 施 日 7月1日 2月3日

ア ク シ ョ ン 行事食配布 行事食配布

運動の取組み 健康経営推進グループ
予 定 日 4月中旬 6月中旬 8月中旬〜 10月上旬 1月上旬 2月下旬

ソフトボール：
コロナのため中止実 施 日 4月10日 6月10日 8/20～9/20 8/20～9/20 中止 1月4日 2月25日

ア ク シ ョ ン 開 催 周 知
参 加 者 募 集 ウォーキング大会 開 催 周 知

参 加 者 募 集
開 催 周 知
参 加 者 募 集 ソフトボール大会 開 催 周 知

参 加 者 募 集 ボ ウ リ ン グ 大会

残業・有給確認 総務部
予 定 日 4月1日 5月1日 6月1日 7月1日 8月1日 9月1日 10月1日 11月1日 12月1日 1月5日 2月1日 3月1日

実 施 日 4月1日 5月2日 6月1日 7月1日 8月1日 9月1日 10月3日 11月1日 12月1日 1月5日 2月1日 3月1日

ア ク シ ョ ン 確　認 確　認 確　認 確　認 確　認 確　認 確　認 確　認 確　認 確　認 確　認 確　認

健康づくり研修会 総務部
予 定 日 5月上旬 6月 7月中旬 8月中旬 9月 10月

6/28生活習慣研修
9/9ラインケア研修
10/6健診結果の見方研修

実 施 日 5月9日 6月28日 7月20日 8月12日 9月9日 10月6日

ア ク シ ョ ン 6 月 講 師 確 定
開 催 周 知 研 修 会 実 施 9 月 講 師 確 定

開 催 周 知
10 月 講 師 確 定
開 催 周 知 研 修 会 実 施 研 修 会 実 施

コミュニケーション
活動 総務部

予 定 日 4月上旬 6月上旬 8月上旬 10月上旬 12月上旬 2月中旬
美化活動：
ウォーキング大会と併せて開催
BBQ・花火大会：
コロナのため中止

実 施 日 中止 6月10日 中止 10月20日 12月10日 2月20日

ア ク シ ョ ン お花見・歓迎会 美 化 活 動 BBQ・花火大会 ボランティア活動 忘年会 ボーリング大会

健康づくり実施計画表表（２０２２年度）
基本実施事項

・健康診断の実施（目標受診率100％）
・要再検査の推奨（目標受診率100％）
・特定保健指導の実施（目標実施率50％）

推進体制
担当部署 担当者 役　割
総務部 ○○　○○ メンタルヘルス相談窓口、健康づくり研修、コミュニケーション活動
総務部 ○○　○○ 女性専用相談窓口、健康診断、残業・有給の確認

健康経営
推進グループ

○○　○○
○○　○○
○○　○○

食の取組み、運動の取組み

＊詳細な説明やアドバイス等をご希望の場合は、白山商工会議所 TEL276-3811までご連絡ください。

今 こ そ !!  健 康 経 営

① 健康づくり計画カレンダーを評価してみましょう
従業員の健康づくりの参加・実施状況を振り返り、評価してみましょう。

② 健康づくりの取組事項※1をチェックしてみましょう。
次年度の健康づくり計画作成に向けて、取組事項をチェックし、職場の課題や従業員のニーズに合った
改善策を検討しましょう。

③ ＰＤＣＡサイクルを回しましょう。
健康経営は経営戦略です。従業員がより高いパフォーマンスを実現できるように、具体的な目標を立てて
計画を実行し、取り組みを定期的に見直していくことが重要です。継続的改善につながるようスモール 
ステップで目標を達成させ、効果的な健康施策に取組んでいきましょう。

―健康経営の成果を上げるポイント―
① 解決すべき課題が明らかになっている。
② 課題解決に対する有効性が確かめられた
　 プログラムが、適切な方法で提供されている。
③ 多くの従業員がプログラムに参加し、
　 取り組みにコミットしている。
④ 課題解決の過程および結果について、
　 適切な指標で評価されている。
⑤ 評価結果に基づき、プログラムが継続的に改善されている。

文責：宮森弘美氏白山商工会議所健康経営推進アドバイザー

白山商工会議所では「健康経営」をforサスティナブル・Hakusan（第4次中期事業計画書）の重点施策と位置
付け、会員企業の「健康経営」を推進する支援を行っています。

「白山商工会議所『健康経営宣言』にエントリーをしたけれど、何から手をつければいいのか…」の声にお応え
するべく、本広報誌の2022年4月号より、健康経営事業計画表作成推進の為の取組事項について目的や実施
方法を解説してきました。今回は評価と改善策検討です。

ポイント1
　具体的に数値目標を立てて計画的に実行し、それを評価・改善していくという、健康経営が目指
すスタイルで取り組んでいきましょう。目標を数値化することにより誰もが効果を感じやすくな
ります。またスケジュールを設定しておくことで、従業員が取り組みやすいが環境が明確化し、
スムーズに導けます。

ポイント2
　健康経営を推進および促進するためには、実行力のある組織
体制が必要。おすすめは定期健康診断などの実務に携わってい
る従業員や、実行力・リーダーシップのある幹部などの選任です。
決定後は内部への周知を忘れずに行いましょう。

ポイント3
　有給休暇取得や定時退社を促進する取組は、健康診断の実施
と併せて、健康経営の基本的取り組みです。確認は毎月必ず行
い実施の有無や取得状況の把握しましょう。

ポイント4
　従業員一人一人が安全や健康に対する意識を高め、継続させ
ることを目的に、労働安全や健康増進に関する研修等を計画し
ましょう。外部のセミナー等を活用する方法もあります。従業
員が安心して働き、一体感のある職場環境づくりと組織風土を
醸成させるため「働き方改革」と「健康経営」の両輪で取り組み、
健康体質企業を目指しましょう。

※1 石川県「健康経営の
　　はじめ方」より抜粋

Do
実行

健康増進施策の実施Check
評価

健康意識や各施策に
対するアンケート

意見の吸い上げ・現場の観察

Act
改善

健康経営計画や
各施策の

振り返り、改善

Plan
計画

健康経営計画の立案

PDCAPDCA
サイクル
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（単位:千円）白山商工会議所の取扱い融資状況 業種欄:上段:当月分、下段:今年度累計
制　度　名 製造業 建設業 卸・小売業 サービス業 合 計

日本政策金融公庫
経営改善貸付

0 0 0 0 1 3,000 0 0 1 3,000 
1 10,000 4 25,500 6 39,700 10 85,500 21 160,700 

県追認小口融資 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

県経営安定支援融資 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
1 8,000 0 0 0 0 0 0 1 8,000 

県事業転換支援融資 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

県地域商工業
活性化融資

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
1 5,830 0 0 2 51,070 9 100,980 12 157,880 

県小口零細融資 1 5,000 0 0 0 0 0 0 1 5,000 
3 11,596 1 1,000 1 3,500 10 39,500 15 55,596 

県創業者支援融資 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

県経営力強化保証 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

市中小企業
経営安定融資

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
1 10,000 0 0 0 0 1 10,000 2 20,000 

市中小企業
特別支援融資

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

市店舗近代化
資金融資

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 1 5,300 1 5,300 

県新型コロナウイルス感染症
特別融資

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合         計 1 5,000 0 0 1 3,000 0 0 2 8,000 
7 45,426 5 26,500 9 94,270 30 34,730 52 407,476 

令和５年２月末現在

建設業

製造業

卸売業

小売業

サービス業

調査期間：
2023年2月10日〜16日
調査対象：全国の329商工会議所が
2,525企業にヒアリング

商工会議所早期景気観測

LOBO調査
今回の調査結果のポイント
業況DIは、コスト増に価格転嫁が追いつかず悪化。
先行きは、物価高と外需減退により慎重な見方

リフォーム等の住宅関連の民間工事の受注は堅調に推移するものの、公共工事の受注減少や技術者等の人手
不足に加え、建築資材やエネルギー価格の高騰に伴うコスト増に見合う価格転嫁も十分に行えず、悪化。

原材料価格の高騰分に関する価格転嫁は進んでいる声はあるものの、外需減退による電子部品関連の受注減少
に加え、エネルギー価格の高騰によるコスト負担増が押し下げ要因となり、悪化。

百貨店や飲食・宿泊業関連の需要は増加している一方、外需の減退による電子部品関連など製造業からの引
き合いの減少や、輸送費や梱包資材費の高騰によるコスト負担が重荷となり、ほぼ横ばい。

物価高による消費者の節約志向の高まりで、スーパーや商店街では業況改善に足踏みが見られるものの、イン
バウンド需要の増加による免税品、高付加価値商品の売上が堅調な百貨店が全体を牽引し、改善。

仕入価格やエネルギー価格の高騰によるコスト増は続くも、全国旅行支援やインバウンド需要により客足の回
復が順調な飲食・宿泊・旅行業が下支えし、ほぼ横ばい。

今月の調査結果の詳細、トピックス等
が見られます。サイトをチェック！

◆業種別の動向 前月と比べたＤＩ 値の動き　　　　 改善　　　　　ほぼ横ばい　　　　 悪化

◆全国の概況 

　全産業合計の業況DIは、▲19.4（前月比▲1.0ポイント）。
小売業では、インバウンド需要の増加により、免税品や高付加
価値商品の売上が堅調な百貨店を中心に改善した。一方、建設
業では、公共工事の受注減少に加え、建設資材の高騰の影響で
悪化した。製造業では、外需の減退から半導体等の電子部品関
連を中心に悪化した。また、卸売業では、製造業関連の引き合
いが減少し、力強さを欠いている。サービス業では、飲食・宿
泊業を中心に需要は増加するも、人材確保等のコスト負担増
の影響で、ほぼ横ばいに留まった。業種を問わず、人手不足や
資源・エネルギー価格の高騰によるコスト増が続いている。仕
入価格高騰のスピードに価格転嫁が追いつかず、中小企業の
業況は悪化となった。

◆北陸信越の業況動向

　改善。小売業では、電気代や人件費の高騰の影響で採算に悪
化傾向が見られるものの、感染のピークアウトに伴う客足の回
復により、百貨店や商店街を中心に売上が改善した。サービス
業では、全国旅行支援やインバウンド需要の回復により、飲食業・
宿泊業を中心に売上・採算が改善した。また、国内需要が減少す
る中、スキーシーズンでの訪日観光客の需要獲得を継続してい
きたいという声が聞かれた。
特徴的なコメント○部品不足が少しずつ解消され、生産増によ
る売上回復を見込んでいたものの、需要が弱く、取引先からの
発注量が減少している（電気計測器製造業）○コスト増対応分の
価格転嫁は行っているが、以前の売上総利益率は確保できてい
ない（食料・飲料卸売業）○人の動きは戻ってきており、一層の売
上回復を期待している。しかし、光熱費の高騰や、賃上げ圧力も
重なり、収益悪化が懸念される（百貨店）

会議所の動き（３月17日～４月30日）

３月	

 １７日 ( 金 )	 建設産業部会 視察研修会

 ２０日 ( 月 )	 正副会頭会議

	  		  通常議員総会

 ２２日 ( 水 )	 メンタル強化塾（1 日目）

 ２３日 ( 木 )	 メンタル強化塾（2 日目）

			   金融審査委員会

			   県内商工会議所女性会連合会　会長会議

 ２９日 ( 水 )		 女性会総務委員会

４月	

　３日 ( 月 )	 辞令交付式

　４日 ( 火 )	 青年部正副会長会議

　５日 ( 水 )	 新入社員教育講座

 １１日 ( 火 )	 青年部理事会

 １２日 ( 水 )	 金融審査委員会

			   女性会理事会

 ２４日 ( 月 )	 正副会頭会議

			   議員・評議員懇談会

 ２５日 ( 火 )	 青年部　令和５年度通常総会

 ２７日 ( 木 )	 女性会　令和５年度通常総会

 ２８日 ( 金 )	 金融審査委員会

今後の主な予定
５月２６日（金）　令和 5 年度　第 1 回総務委員会
６月１２日（月）　令和 5 年度　第 1 回常議員会
６月２１日（水）　令和 5 年度　第 1 回通常議員総会

特に好調
(50≦DI)

好調
(25≦ＤＩ＜50)

まあまあ
(0≦ＤＩ＜25)

不振
(▲25≦ＤＩ＜0)

きわめて不振
(ＤＩ≦▲25)

DI=（増加・好転などの回答割合）ー（減少・悪化などの回答割合）

景気天気図

全業種

前年同月比 先行見通し

全国 全国北陸信越 北陸信越

建設業

製造業

卸売業

小売業

サービス業

▲19.4 ▲17.9 ▲19.2 ▲22.6

▲31.9 ▲38.7 ▲23.7 ▲32.3

▲18.4 ▲ 7.3 ▲18.8 ▲26.8

▲16.4 ▲16.7 ▲16.8 ▲27.8

▲25.9 ▲30.3 ▲27.2 ▲30.3

▲ 8.6 ▲ 4.4 ▲11.2 ▲ 4.4
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各種無料個別相談会一覧表
今月の個別相談 開催期日 相談員 備　考

金融なんでも相談 4月18日（火）
10：00～12：00 日本政策金融公庫　担当者 4月17日（月）

16時までに要予約

メンタルヘルス
個別相談

毎週月曜日
10：00～16：00

白山商工会議所健康経営推進アドバイザー
宮森　弘美　氏 要予約

法律相談 随　　時 弁護士
要予約

申込後に相談員との日程
調整を行います。出来る
限りご希望に沿った日程
で調整しますので、お早
めにお申込みください。 

（当日、前日、前々日等の
相談はお断りする場合も
あります。）

事業承継相談 随　　時 税理士

SDGs個別相談 随　　時 中小企業基盤整備機構北陸本部 担当者

※相談は無料です。

セミナー等開催のご案内　※詳細は同封案内チラシをご参照ください。

お問い合せは、白山商工会議所 経営支援課　℡ 276-3811

●日　時　３月２２日（水）、２３日（木）
	 午後２時～４時
	 ※２日間コースとなります。
●場　所　白山商工会議所３階研修室
●講　師　飯山　晄朗　氏（人材教育家）
●受講料　会員：無料／非会員：５，０００円
●定　員　３０名（先着順）
　　　　　※参加は１社２名までです。
●内　容　トップアスリートや一流経営者を指導する

メンタルコーチが、最高のパフォーマンス
を引き出す方法を伝授します。

メンタル強化塾
●日　時　４月５日（水）　午前９時～午後５時
●場　所　白山商工会議所３階研修室
●講　師　・大黒　柚依　氏（Ｋ＆Ｔ音楽塾　代表）
　　　　　・能登　健太朗　氏
	  （能登印刷㈱　代表取締役）
	 ・植村　まゆみ　氏
	  （㈲情報流通経済研究所 企画部長）
	 ・吉野　ゆかり　氏
	  （オフィスBeing　well主宰）
●受講料　会員：2,000円／非会員：5,000円
●定　員　３０名（先着順）
●内　容　実践的な研修・ロールプレイを行い、社会

人としてのマナーや心構えについて学んで
いただきます。

新入社員教育講座

協会けんぽ 石川支部 金沢市南町4-55　WAKITA金沢ビル9階 
TEL 076-264-7201（担当 企画総務グループ）

健康保険料率が変更となります。

生活習慣病予防健診の自己負担が軽減されます。

加入者の皆さまの医療と健康を支えるため、保険料のご負担につきまして、
何卒ご理解賜りますようお願いいたします。なお、保険料率の変更に伴い、
給与からの控除額を適宜ご変更くださいますよう併せてお願いいたします。

加入者お一人おひとりの健康への取組みが保険料率の上昇を抑える大きな
力になりますので、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

現行 令和5年3月分〜

健康保険料率
〈石川支部〉 9.89% 9.66%

介護保険料率 
〈全国一律〉 1.64% 1.82%

～令和5年3月受診 令和5年4月受診～

自己負担額 7,169円 5,282円

協会けんぽ石川支部の加入者・事業主の皆さまへ

令和5年 4月から

令和5年 3月分（4月納付分）から
健康保険料について

健診について
合
格
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め
で
と
う
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令和5年度 日商各種検定試験の施行日
資格・検定に対する個人や企業のニーズはますます高まっています。
商工会議所の検定試験は企業実務で求められる知識・スキルを問い、その修得には最適な資格・検定
です。就職・転職活動や自己のキャリアアップのために、是非ともチャレンジしてください。

日
商
簿
記

回数 実施日 申込期間 合格発表

第164回 ６月11日（日） ４月24日（月）～５月12日（金） ６月26日（月）
（1級　7月31日（月））

第165回 11月19日（日） 10月 2日（火）～10月20日（金） 12月  4日（月）
（1級　１月 9日（火））

第166回 ２月25日（日） １月  9日（火）～１月26日（金） ３月11日（月）

珠
算

回数 実施日 申込期間 合格発表
第228回 ６月25日（日） ５月 ８日（月）～５月23日（火） ６月30日（金）
第229回 10月22日（日） ９月 ４日（月）～９月19日（火） 10月27日（金）
第230回 ２月11日（日） 12月18日（月）～１月 ９日（火） ２月16日（金）

受験料（税込）１級：2,340円　２級：1,730円　３級：1,530円

受験料（税込）１級：7,850円　２級：4,720円　３級：2,850円
※第166回簿記検定では、１級は行われません。
◎窓口受付は申込期間内の祝祭日を除く月～金曜日の午前９時～午後５時までです。
　インターネットでの申込みも出来ます。インターネット申込みは申込期間中24時間受付出来ます。

※

白山商工会議所ＷＥＢセミナーのご紹介
当所会員様限定で、いつでも・どこでも気になるテーマのセミナーを好きなだけ

見ることができるＷＥＢセミナーの配信をスタートしました！
セミナータイトルは600以上。豊富なラインナップから課題解決のツールとして

是非、ご活用ください。

※白山商工会議所ホームページにあるバナーよりご確認ください。
※ご視聴にはＩＤとパスワードが必要です。

【ＩＤ】会員番号　　【パスワード】３８１１




